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朝
舟
営
住
宅
設
億
及
び
管
理
に
粛
す
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例
の
l
部
改
正
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
三
朝
町
営
住
宅
設
蕎
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
1
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て
'
地

方
自
治
法
(
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
)
第
九
十
六
条
窮
1
項
の
規
定
に
よ
り
'
本
議
会
の
論
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を
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め
る
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三
朝
町
営
住
宅
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

三
朝
町
営
住
宅
設
置
及
び
管
塵
に
蘭
す
る
条
例
(
昭
和
四
十
五
年
三
朝
町
条
例
弟
二
十
六
号
)
の
I
都

杏
/
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
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爵
五
条
中
｢
五
万
五
千
円
｣
を
｢
八
万
七
千
P
J
に
改
め
'
同
条
第
七
号
を
同
条
第
八
号
と
L
t
同
条

第
六
号
の
次
に
次
の
　
1
号
を
加
え
る
｡

七
　
他
の
町
営
住
宅
の
入
居
考
が
世
帯
膚
成
に
異
動
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
､
当
譲
町
営
住
宅
に
入
居

す
る
こ
と
.
が
適
切
で
ぁ
る
こ
と
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第
六
粂
第
1
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第
二
号
中
｢
五
万
五
千
円
｣
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T
八
万
七
千
円
｣
に
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｢
九
万
五
千
円
｣
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｢
十
四
万

千
用
｣
　
に
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め
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第
二
十
条
第
三
項
中
｢
九
万
五
千
円
｣
を
｢
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四
万
千
円
｣
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i
r
　
｢
五
万
五
千
円
｣
を
｢
八
万
七
千
円
｣
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に
改
め
る
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第
二
十
二
条
第
二
項
の
嚢
中
｢
九
万
五
千
円
｣
を
｢
十
四
万
千
円
｣
1
1
'
｢
十
二
万
六
千
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七
万
八
千
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五
万
玉
手
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に
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る
｡

1

　

　

1



＼←一　　一一I

L　　　､も一-

附
則
虜
五
項
中
｢
九
万
五
千
円
｣
を
｢
十
四
万
千
円
｣
に
､
｢
十
一
万
千
巴
を
｢
十
五
万
三
千
円
｣

に
'
｢
五
万
五
千
円
｣
を
｢
八
万
七
千
円
｣
に
'
｢
六
万
九
千
円
｣
を
｢
九
､
万
五
千
円
｣
に
改
め
る
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こ
の
条
例
は
'
公
布
の
日
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し
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八
月
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8
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る
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